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これまでの成果の例

◎ ２次元位置有感Ｘ線検出器と平板分光結晶による高感度・高分解能蛍光Ｘ線

分析法

◎ マイクロチャンネルプレート（ＭＣＰ）による２次元位置有感荷電粒子検出器

◎ 紫外線領域で使用可能な２次元位置有感光子検出器

上記の荷電粒子検出器と

位置有感放射線検出器・位置有感光子検
出器（ＵＶ、可視）などの開発、位置有感検出
器のＸ線分光などへの応用

放射線計測における放射線計測における放射線計測における放射線計測における
新技術の開発新技術の開発新技術の開発新技術の開発
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光電面を組み合わせ、位置

分解能100µｍ程度の紫外

線光子検出器を実現した。

右図はその測定例。

メッシュマスクを通して検

出器全面に光子を照射して

得た像。画素あたりの計数を

色で表示している。

現在取り組んでいること、今後取り組みたいこと

◎ 信号処理の超高速化を可能とする位置有感化の新方式「拡張加重結合容量

法」にもとづくＸ線検出器の開発

◎ 可視領域で使用可能な２次元位置有感フォトンカウンターの開発
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